《Lesson 3》 否定の命令文
　否定の命令文とは「これを食べないで」「悪い生徒ではいないで」と言いたい時などに使います。否定の疑問文の作り方は非常に簡単。なぜなら、
「一般動詞の文」「be動詞の文」関係なしに
肯定の命令文の前に don’t （あるいはdo not）を足せば完成
だからです（基本的にdo not よりも、don’t が使われます）。
【否定の命令文：基本の形】
Don’t (Do not) ＋ 一般動詞の原形 ＋ ～.
Don’t (Do not) ＋ be ＋ ～..
（～しなさい / ～でいなさい）
＜例＞　Don’t (Do not) eat this.        （これを食べないで）
　　　　　　 　 Don’t (Do not) be a bad student. （悪い生徒ではいないで）
【作り方】
ステップ⓵： 肯定の命令文を作る。
ステップ②： 文の先頭に Don’t /Do not を足す。

＜例1＞「これを食べないで」という文の場合。
　　　ステップ⓵：肯定の命令文を作る。　　「これを食べて」
　　　　　　　　　　　 Eat this.               
ステップ②：文の先頭に Don’t /Do not を足す。
　  　　　　　　　　　 Don’t (Do not) eat this.  
  
＜例2＞「悪い生徒ではいないで」という文の場合。
　　　ステップ⓵：肯定の命令文を作る。　　「悪い生徒でいて」
　　　　　　　　　　　 Be a bad student.               
ステップ②：文の先頭に Don’t /Do not を足す。
　　　　　　　　　　　 Don’t (Do not) be a bad student.  



ポイント！ and などの接続詞を使って命令文を2つ繋げることも可能
　and や but などの接続詞を使うと、命令文を2つ繋げることも可能です。
　　(1) Be a good student and study hard. 
    (2) Write your name here, but don’t write your phone number. 
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